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竹薮を用いたばねの製作と実験











で弾力性に優れた複合材料である｡ 古来から孟宗竹 ･真竹 ･淡竹は三大有用竹材2~4)と言
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図 2 コイリング装置 (1)の概略図







に沿って徐ろに密着して巻付けた ｡ 巻端部は巻始めと同様に管壁に針金で結び固定した ｡
巻終ると同時にヒータの電源を切 り下地の加熱を止める ｡ 約1時間の間,室温まで自然冷
却後,ばねを芯管または芯金から抜取る｡続いて,熱処理を行う｡金属容器に満たした食





cm程削り,末端部同士を重ねて接着剤で接着した｡作成 した引 張形ばねを図 4(a)に口径

















































増岳器 超政局法先妄器 周波如ウンタ- オシロスコ-7
図5 ばね振り子共振装置の概略図
図6 ばね振り子共振装置の外観






































































































ある｡ この式を通用し,表 1の種類 Dについて,R-4.0cm,r-0.10cm,N-15,及びh
-0.36×103dyn･cm-1を代入すると,ばねの労断弾性係数 G≒1.4×1010dyn･cm~2が得ら
れる｡ これは種類A-Dの平均値に等 しい｡金属のG値10)は概ね×1010Pa(-101dyn･





































種類 直径2R[血] 質量m[g] 自然長上[cm] ばね定数 h[×103dyn/cm]
A 2.6 4.10 3.6 7.8
B 4.0 6.ll 4.6 2.9
C 6.0 10.1 8.4 0.94




ばねの ばね直径 ばねの質量 基 本 振 動 数
種類 2Rlcn] m [g] 測定値ノb[Hz]
A-1 2.6 1.37 28.0
B-1 4.0 2.03 16.1
C-1 6.0 3.37 7.6
D-1 8.0 4.33 4.5
E-1 10.5 5.77 2.6
【有効巻数 5回 ]
表 3 軸荷重〃一定のときのばね振り子の共撮振動数
ばねの 重 りの (〟+m/3)値 計算値♪o[Hz] 計算値/cllHz] 測定値fl[Hz]
種類 質量〟[g] mを省略し〟値代入 (〟+m/3)値代入
A-1 0.37 0.83 46.7 31.2 26.7
B-1 0.37 1.05 24.5 14.5 15.4
C-1 0.37 1.49 13.3 6.6 6.8
D-1 0.37 1.81 8.7 3.9 4.2




ばねの種類 重 りの質量〟[g] 基 本 振 動 数計算値jTc2[Hz] 測定値JT2lHz]
A-1 1.54 20.1 21.4
B-1 1.32 10.5 ll.1
C-1 0.88 5.7 5.8
D-1 0.56 3.7 3.9
E-1 0.08 2.5 2.4
[有効巻数5回]
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flの間に大きなずれが生 じている｡ 表 4
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